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SAGAE NEWS
さがえニュース

　
平
成
28
年
に
策
定
し
た
第
６
次
寒
河

江
市
振
興
計
画
で
は
、
基
本
政
策
の
１

つ
と
し
て
「
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
を
掲
げ
、
市
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

  

高
齢
化
率
の
上
昇

　
市
の
平
成
25
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

の
統
計
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
７
年
ま
で
増
え
続
け
る
見
込
み
で

す
。
そ
の
割
合
は
平
成
28
年
度
に
30
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
平
均

と
比
較
し
た
場
合
に
、
本
市
の
高
齢
化

率
は
低
い
も
の
の
、
上
昇
の
仕
方
は
同

様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
、

平
成
29
年
度
に
は
１
３
０
０
人
を
超
え

る
な
ど
年
々
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者

の
約
７
人
に
１
人
が
認
知
症
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え

合
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
地
域
で
の

居
場
所
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

  

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

  

構
築
を
目
指
し
て

　

｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域

内
で
助
け
合
う
仕
組
み
の
こ
と
で
、
医

療･

介
護
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
・
介

護
予
防
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

は
、
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
す
る
こ
と

(

自
助)

、
お
互
い
に
不
足
部
分
を
補
い

合
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
え
合
い
活
動

(

互
助)

、
支
え
合
い
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
社
会
保
障
制
度
（
共
助)

、
専
門
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
公
助
）
の
「
４
つ
の

助
」
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

市
民
の
皆
さ
ん
、
市
、
関
係
団
体
が
協

働
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

社
会
参
加
の
促
進
と

  

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、

健
康
で
安
心
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

市
で
は
昨
年
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
そ
の
重
点
目
標
の
１
つ
に
「
社
会
参

加
の
促
進
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
」

を
掲
げ
、
ふ
れ
あ
い
元
気
サ
ロ
ン
や
老

人
ク
ラ
ブ
運
営
の
支
援
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
振
興
な
ど
、
高
齢
者
が

活
躍
し
生
き
が
い
を
持
て
る
地
域
社
会

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
の

取
り
組
み
の
一
部
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

  

地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
と

  

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
応
援

■
ふ
れ
あ
い
元
気
サ
ロ
ン

　
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
と
し
て
、

身
近
な
公
民
館
等
を
会
場
に
、
仲
間
づ

く
り
や
趣
味
活
動
な
ど
の
各
種
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も

り
防
止
・
生
き
が
い
づ
く
り
等
に
つ
な

が
り
、
市
内
46
カ
所
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
い
き
い
き
百
歳
体
操

　
こ
の
体
操
は
、
週
１
回
以
上
、
身
近

な
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
行
う
、
１
回

約
40
分
の
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
継

続
す
る
こ
と
で
、
物
を
持
つ
、
椅
子
か

ら
立
ち
上
が
る
と
い
っ
た
日
常
動
作
に

効
果
が
あ
り
、
運
動
機
能
の
低
下
を
防

ぎ
ま
す
。
運
動
の
実
践
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
体
操
が
身
近
な
地
域
の
集
い
の
場

に
な
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。
市
内

24
カ
所
で
活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
で
の

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
で
も
、
こ
の
体
操

を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
ら
、
①
体

操
を
一
緒
に
行
う
仲
間
を
５
人
以
上
集

め
、
②
週
１
回
以
上
の
体
操
を
、
３
カ

月
以
上
継
続
す
る
計
画
を
立
て
、
③
体

操
を
行
う
場
所
を
決
め
、
④
市
高
齢
者

支
援
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
元
気
高
齢
者
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
高
齢
者
が
、
市
の
介
護
予
防
教
室
や

学
習
会
等
に
参
加
し
た
り
、
指
定
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
り
し

た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
制
度
で

す
。
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
全
国
共
通

商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

■
活
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動

　
身
近
な
地
域
で
介
護
予
防
の
取
り
組

み
が
広
が
る
よ
う
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
「
活
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
52
人
の
方
が
地
域
の
サ
ロ
ン

や
い
き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。

　ふれあい元気サロンに参加した際に、同級生が活きいきサポーターとして活動し
ていたのをきっかけに、夫婦でサポーターになりました。また、同じサロンに先輩
サポーターの平さんがいたのも大きかったです。地域の皆さんが元気に過ごしてい
けるように、サポーターとして応援していきたいと思っています。活動を通じて、
地域の内外に知り合いが増えましたが、新たなつながりを大切に、介護予防となる

ような取り組みを広げていきたいですね。

左から、ご夫婦で活きいきサポーターの日塔美代子さん、
義男さん、先輩サポーターの平孝次郎さん

地域のつながりが、新たなつながりに

■｢いつも通り」に暮らせる良さ
　週に１回、70歳を超えたメンバーを中心に、みんな
でいきいき百歳体操に取り組み、体力づくりに役立て
ています。
　手術を受けた方が、術後に体力が落ちてしまい、何
をするにも大変そうでしたが、体操を続けているうち
に、元気に過ごせるようになりました。また、初めの
頃は杖をついて出歩いていた方も、気が付いたら、杖
を使わずに散歩なさっていました。
　いつも通りに暮らすための体力づくりになっている
と、強く感じますね。
■１回休むと「しばらくですね」
　誰とも話さずに帰るということがありません。「具合
が悪そうだな」「疲れてるのかな」など、声を掛け合え
る場所にもなっています。１回休んだだけでも、次の

集まりで「しばらくぶり」
と声を掛けてもらえる気
安さが、いつもありがた
いですね。

今年で３年目を迎える、
落衣ふれあい元気サロン

サロンと百歳体操で元気な地域

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム

医　療 介　護

※�地域包括ケアシステムは、
おおむね30分以内に必要な
サービスが提供される日常
生活圏域(具体的には中学
校区)を単位として想定

住まい地域包括支援センター

老人クラブ・町内会・ボランティア・NPO等

生活支援・介護予防

相談業務やサービスの
コーディネートを行い
ます。

出典「令和元年度　寒河江市の福祉と健康」
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認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

  
お
互
い
さ
ま
で

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
可
能
性

が
あ
り
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。｢

認
知
症
が
あ

っ
て
も
な
く
て
も
お
互
い
さ
ま
」
の
意

識
で
人
付
き
合
い
が
で
き
る
こ
と
は
、

誰
に
と
っ
て
も
日
々
の
暮
ら
し
の
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
家
族
が
気

兼
ね
な
く
率
直
な
話
が
で
き
、
ど
ん
な

立
場
の
人
も
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
集
い
の
場
と
し

て
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
、
毎
月
２

回
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
間
柄
で
も
回

数
を
重
ね
集
う
こ
と
で
、
会
う
楽
し
み

や
暮
ら
し
の
励
み
と
な
り
、
認
知
症
の

方
や
家
族
の
話
か
ら
、
認
知
症
の
症
状

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
配

り
等
を
実
際
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

単
に
支
え
る
側
・
支
え
ら
れ
る
側
と
い

っ
た
関
係
で
は
な
く
、
思
い
の
共
有
か

ら
お
互
い
に
助
け
合
う
「
互
助
」
の
意

識
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
と
家
族
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
、

現
在
、
本
市
に
約
５
千
人
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
自
主
的
に
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
す
る
方
も
お

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
支
え
合
う
、
認

知
症
に
優
し
い
互
助
の
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。

  

ふ
れ
あ
い
・
見
守
り
の

  

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
「
ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
毎

週
月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
に
、
自

ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
１
人
暮
ら

し
高
齢
者
等
に
弁
当
（
昼
食
）
を
配
達

し
、
触
れ
合
い
や
見
守
り
を
通
し
て
生

活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

調
理
、
配
達
を
行

い
ま
す
。
ハ
ー
ト

フ
ル
セ
ン
タ
ー
の

専
用
調
理
室
で
調

理
と
盛
り
付
け
が

行
わ
れ
、
弁
当
は

温
か
い
状
態
で
利

用
者
に
届
け
ら
れ

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
、
話
を
伺

っ
て
き
ま
し
た
。

-

気
を
付
け
て
い

る
こ
と
は

　
ふ
れ
あ
い
配
食

サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
し
て
い
る
方
の

口
に
直
接
入
る
も

の
を
扱
う
の
で
、
食
中
毒
な
ど
が
起
き

な
い
よ
う
に
衛
生
面
に
は
気
を
使
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
の
方
の
食
事
と

し
て
固
す
ぎ
た
り
軟
ら
か
す
ぎ
た
り
し

な
い
で
、
食
べ
や
す
い
か
ど
う
か
も
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
配
達
後
に
、
そ
の

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
で
、
配
達
し

た
弁
当
と
同
じ
内
容
の
も
の
を
食
べ
て

確
認
し
、
次
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
安
全
・
安
心
を
心
掛
け
な
が

ら
、
早
く
届
け
る
こ
と
に
気
を
配
っ
て

い
ま
す
。
温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち

に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
配
達
し
て
弁
当
を
渡
す
際
に
は
、
体

調
が
悪
そ
う
で
な
い
か
、
変
わ
っ
た
様

子
が
な
い
か
な
ど
、
気
を
配
り
な
が
ら
、

相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
会
話
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

-

や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は

　
地
域
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
感

じ
る
と
き
で
す
ね
。
料
理
や
車
の
運
転

と
い
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
経
験
を
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
配
達
の
際
に
は
、

利
用
し
て
い
る
方
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
り
「
待
っ
て
た
よ
」

と
声
掛
け
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ

て
、
自
分
の
生
活
に
め
り
は
り
が
利
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
決
ま
っ
た
日
時
に
活
動
す

る
の
で
生
活
に
リ
ズ
ム
が
つ
き
ま
し
た
。

　
新
し
く
知
り
合
え
た
方
も
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
以
外
で
も
声
を
掛
け

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福

祉
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
621
へ
。

　市民みんながいきいきと健康で生活できるように、支え合う地域社会
の構築を目指し開催します。
●日時／８月24日㈯午後１時～（展示は正午～）
●会場／ハートフルセンター
●内容／式典、大島花子さんによるトーク＆ミニコ
　ンサート､各種展示コーナー
●その他／入場整理券が必要です。整理券はハート
　フルセンター、文化センター等で取り扱っています。
●問合せ／市健康福祉課福祉総務係
　☎86-2111内線612へ。

令和元年度寒河江市福祉と健康のまち大会

高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　市では、高齢者を在宅で介護している家族を対象
とした交流会を開催し、家族介護者支援を行ってい
ます。
　高齢化の進展により、平成30年度における本市の
要介護者数は2,059人と、この15年間で約1.5倍に増
加しています。それに伴い、家族介護者も年々増加
していると考えられます。家族介護者にとっては、
介護による精神的な負担、身体的な負担、経済的な
負担を感じ、日常生活において疲労や悩みを感じて
いる方が多いのではないでしょうか。
　市では、要介護度３以上等の基準を満たす方を在
宅で介護している家族の心身のリフレッシュを目的
とした交流の場として、温泉施設を利用した家族介
護者交流会を行っており、昨年は温泉入浴やマッサ
ージ施術、健康体操、昼食会等の内容を実施してい
ます。今年も10月ごろに交流会を行う予定ですので、
情報を交換してアドバイスをもらったり、悩みを打
ち明けたりして気持ちを軽くしてみましょう。
●問合せ／市高齢者支援課介護福祉係
　☎86-2111内線621へ。

家族介護者交流会で心身のリフレッシュ
　｢家族介護者交流会」ほいずはよ、

　１回の治療で治る虫歯も、もちろんあります。歯
の表面にできた浅い小さな虫歯なら、少し削って樹
脂等で埋めれば（充填といいます）処置終了です。
しかし、大きな虫歯はそうはいきません。根の治療
が必要であれば神経を取ったり、ばい菌に侵された
根の部分を消毒したりしなければならず、その消毒
だけで多いと数回治療が必要になります。病状によ
っては数カ月に及ぶ場合も。それから根の部分に土
台を建て冠をかぶせるために歯の型を取ります。そ
の型をもとに冠を作成しますが、数日を要します。
入れ歯はどうでしょう。精密な型を取るためには１
日以上必要です。次にかみ合わせを確認し、その次
に服の仮縫いのような試適を行い、次にようやく完
成です。このように、病状の程度とさまざまな工程
で治療の回数が多くなっていくのです。定期的な検
診を受けて虫歯が小さいうちに処置しましょう。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝何度も通院する理由知ってますか？＝
　｢どうして歯の治療は１回で終わらな
いの？」｢なぜ１本の歯を治すのに何回
も通わなきゃ行けないの？」と思った
ことはありませんか。今回はその「な
ぜ」を説き明かしましょう。

歯っ！とする歯のおはなし㉝

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

　６月16日に、第43回“さがえ”さくらんぼマラソン大会が市民体育館付近をスタ
ート・ゴールに開催されました。私も、テレビ・ラジオ等でのＰＲ活動や、チラ
シ・パンフレット・ポスター・Ｔシャツ等のデザインに携わりました。大会スタ
ート時はあいにくの雨でしたが、やがて雨もやみ、気温もさほど上がらなかった

ため、ランナーの皆さんにとっては走りやすいコンディションだ
ったようです。今年は、サクランボ畑や月山、葉山に加え、市街
地や工業団地の景色も楽しめるコースに変更され、初夏の寒河江
を満喫しながらも自己ベストを更新した方がたくさんいらっしゃ
いました。ボランティア・市民の皆さんのご協力で、無事終了す
ることができました。ありがとうございました！

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

井上 貴史（山形市出身・45歳）
“さがえ”さくらんぼマラソン大会のＰＲ活動として、酒田エフエム放送の
ラジオ番組「庄内もっけだレディオ」に出演させていただきました。

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

5 2019.8.5　市報さがえ 42019.8.5　市報さがえ

つながりを地域の活力に 特集



「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

グリバーさがえ夏まつり

　７月13日、グリバーさがえでバナナボートなどを体験
した子どもたちが、水しぶきに歓声を上げていました。

駅前パークＪＡＺＺマルシェ

　７月13日、すてきなジャズの生演奏が会場を包むビア
フェスタが、寒河江駅前みこし公園で開催されました。

柴橋地区多世代交流センター建築工事起工式

　７月８日に起工式が行われた多世代交流センターは、
柴橋地区公民館西側に来年３月下旬完成予定です。

学校給食紅秀峰贈呈式 寒河江さくらんぼ大学開講式

　７月４日、さがえ西村山農業協同組合農政対策協議会
贈呈の紅秀峰が、小学校給食で提供されました。

　７月６日、ハートフルセンターで評論家の川本三郎氏
による公開講座が行われました。

最上川フェスタ2019

　７月14日、ゴムボート川下り大会とカヌーウォークが
開催され、参加者が最上川の豊かな自然を体感しました。

さがえのあそび

　６月29日、いこいの森に訪れた家族連れらが、ソログ
リルなどのアウトドア用品製作を楽しみました。

第69回市社会を明るくする運動出発式

　７月１日、犯罪や非行のない地域社会を築くため、市
内各地で街頭広報活動が行われました。

さがえフォトスタジオ

観光ブルーベリー園開園式

　７月12日に開園した観光ブルーベリー園（工藤園）では６種類約250本
が栽培され、ブルーベリー狩りを８月中旬まで楽しむことができます。
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生 涯 学 習 の ま ど
�

寒河江市美術館

桶
お け

本
も と

理
り

麗
り

個展「夢の輪郭」

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
イ
ヅ
ミ
洋
装
店
で
知
ら
れ
る
南

町
の
安
孫
子
岳
司
さ
ん
か
ら
、
父

の
喜
美
夫
が
収
集
し
た
貴
重
な
郷

土
史
の
文
献
を
頂
い
た
。
こ
の
中

に
面
白
い
安
孫
子
家
の
家
譜
を
見

つ
け
た
。
江
戸
時
代
後
期
、
初
代

の
安
孫
子
金
三
郎
は
、
新
宿
の
安

孫
子
金
治
郎
家
か
ら
分
家
し
て
「
和

泉
屋
」
の
屋
号
で
豆
腐
製
造
を
始

め
た
。
刻
苦
勉
励
の
末
、
屋
敷
や

畑
を
取
得
し
た
。
安
政
二
年(

一

八
五
五)

の
春
、
伊
勢
参
宮
を
果

た
し
た
。
二
代
目
も
こ
れ
を
引
継

い
で
財
産
を
殖
や
し
て
い
っ
た
。

　
三
代
目
の
金
三
郎
は
、
こ
の
地

方
で
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
養
蚕
を

行
い
、
さ
ら
に
製
糸
業
に
手
を
広

げ
た
。
明
治
三
十
五
年(

一
九
〇

二)

頃
、
西
川
町･

朝
日
町
を
は

じ
め
郡
内
各
池
に
、
水
車
を
原
動

力
と
し
た
製
糸
工
場
が
続
々
と
誕

生
し
た
。
生
糸
は
輸
出
品
の
花
形

だ
っ
た
。
金
三
郎
の
住
む
南
町
に

は
大
き
な
川
が
な
く
、
人
力
で
生

糸
を
製
造
し
た
。
そ
の
名
は
、
金

三
郎
の
「
金
」
と
和
泉
の
「
泉
」

を
取
っ
て
「
金
泉
社
」
と
称
し
た
。

従
業
員
男
二
名･

女
八
名
の
十
名

か
ら
成
る
。
生
産
高
は
分
か
ら
な

い
。
家
業
は
豊
か
に
な
り
、
両
替

商
も
兼
ね
た
。
寒
河
江
村
々
会
議

員
も
務
め
た
。
土
蔵
も
建
て
た
。

　
四
代
目
は
、
一
人
娘
「
つ
ね
」

に
添
っ
た
養
子
だ
っ
た
。
こ
の
人

は
、
実
直
に
家
業
を
引
き
継
い
だ
。

つ
ね
は
、
京
都
の
商
人
か
ら
聞
い

た
と
い
う
「
菊
と
桔
梗
」
を
習
い

覚
え
、
こ
れ
を
向
か
い
の
國
井
ツ

キ
に
教
え
た
。
こ
れ
が
た
ち
ま
ち

巷
に
広
が
り
、
寒
河
江
地
方
の
祝

い
歌
と
し
て
定
着
し
た
。

　
五
代
目
は
、
養
蚕
経
営
の
傍
ら
、

長
井
郡
是(
グ
ン
ゼ)

会
社
と
提

携
し
、
各
地
に
養
蚕
組
合
を
結
成

し
、
飼
育
指
導
に
あ
た
っ
た
。
妻

の
「
こ
お
」
は
郡
内
を
巡
回
し
て
、

青
年
女
子
に
東
京
で
習
得
し
た
ミ

シ
ン
操
作
を
教
え
た
。

　
六
代
目
は
養
子
の
喜
美
夫
。
県

内
各
地
で
教
職
に
就
き
、
後
に
社

会
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
で
も
知

ら
れ
た
。
妻
の
喜
久
子
は
東
京
で

洋
裁
を
学
び
、
帰
京
後
開
業
し
た
。

山
形
洋
裁
組
合
設
立
に
も
努
力
し

た
。
現
代
の
名
工･

黄
綬
褒
章
な

ど
受
賞
。

　
安
孫
子
家
の
家
譜
を
見
て
い
る

と
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
寒
河
江
の
社
会
経
済
の
歴
史

が
眼
前
に
現
れ
て
く
る
。
ど
の
家

々
で
も
、
こ
う
し
た
ド
ラ
マ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

南
町
安
孫
子
金
三
郎
家
の
人
々

Sagae Library
さがえライブラリー

西村山郡統計書（明治25年）

　平成29年度東北芸術工科大学美術科洋画コース卒業
の桶本理麗さんの個展を開催します。山形市在住で関
東を中心に活躍しており、多くの受賞歴がある注目の
若手作家です。女性らしさあふれる色彩の裏に隠され
た不思議な世界へ。ぜひご鑑賞ください。
●期間／8月10日㈯～9月1日㈰
●ギャラリートーク／8月17日㈯午後2時
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

１３日㈫・２６日㈪❽月の休館日

今月の1冊
思いやりの経済学
マチウ・リカール／タニア・シンガー・編
辻村優英・訳　ぷねうま舎・発行
　これだけ文明の進む昨今でも、
世界ではさまざまな争いやゆがみ
の拡大が後を絶ちません。経済の枠組みにしても
このままで未来は保てるのかと時折考えさせられ
ます。本書では、宗教・人類学・最先端科学など
のさまざまな立場から経済学について考察を重ね、
処方箋を提示します。利他・共感・思いやりを基
盤に、幸福をもたらす経済理論は成り立つのか？
一服の清涼剤のような１冊です。

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　　　８／１７㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ　８／25㈰午前１１時～１１時４０分
図書館ボランティアチェリー
　　　８／６㈫・２０㈫・２７㈫の午前１０時～１１時３０分

おはなし室

さくらんぼ俳句大会作品展示　　　　８／２５㈰まで
共立社寒河江生協原爆パネル展　　　８／２７㈫から

展示ホール

空と星を観察しよう　　　　　　　　８／25㈰まで
愛情たっぷり！おべんとう　　　　　８／２７㈫から

ブックテーマコーナー
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朝
陽
（
陵
東
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10
月
24
日
㈭
～
11
月
３
日
㈰
に

市
総
合
文
化
祭
展
示
部
門
が
文
化

セ
ン
タ
ー
、
市
美
術
館
、
ハ
ー
ト

フ
ル
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
の
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で
、
一
般
の
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由
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作
品
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展
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で
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る
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作
品
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化
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作
ら
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作
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の
種

類
は
何
で
も
結
構
で
す
。
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会
場
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］
宮
地
連
（
西
根
小
）

［
県
教
育
委
員
会
賞
］
武
田
結
衣
（
陵

南
中
）

［
山
形
市
長
賞
］
芳
賀
ひ
よ
り
（
柴

橋
小
）

［
寒
河
江
市
長
賞
］
井
上
蘭
（
陵
南
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　

［
敬
称
略
］ 、

受
講
者
募
集

●�日時／10月19日㈯午後2
時～3時30分

●会場／文化センター
●�演題／闘いを記憶する百
姓たち

●�講師／東北大学教育学部
教授・八鍬友広氏

●�内容／白岩一揆などの訴
状が、読み書きのための
教科書になった事例から
歴史を探る。

●�問合せ／西村山地域史研
究会事務局☎86-8241へ。

西村山地域史研究会
「山形の歴史を学ぶ」

公開講演

第
26
回
県
民

ふ
れ
あ
い
書
道
展

市
立
図
書
館
主
催
事
業

　「
山
形
の
文
学
を
探
る
」

「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市
（
ま
ち
）
さ
が
え

全
国
俳
句
大
会
」
特
選
・
秀
逸

第
51
回
寒
河
江
市
総
合
文
化
祭
自
由
作
品
展

あ
な
た
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

県
民
ふ
れ
あ
い

ジ
ュ
ニ
ア
書
道
展
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奨
学
金
返
還
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
地
元
で
頑
張
る
若
者
を
応
援

　
若
者
の
定
着
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
奨
学
金
（
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
一

種
・
第
二
種
奨
学
金
）
の
返
還
を
経
済
的
に

支
援
し
ま
す
。
学
生
向
け
と
県
外
か
ら
の
Ｕ

タ
ー
ン
夫
婦
向
け
の
２
種
類
の
返
還
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
向
け
返
還
支
援
制
度
（
県
若
者
定
着
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
）

　
大
学
等
に
在
学
中
の
方
が
、
卒
業
後
に
県

内
に
就
職
し
、
か
つ
市
内
に
居
住
し
た
場
合
、

奨
学
金
の
返
還
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
大
学
等
卒
業
後
の
進
路
が
未
定
の
場

合
も
可)

。

■�

対
象
／
大
学
、
大
学
院
、
高
専
、
県
内
の

短
大
ま
た
は
専
門
学
校
に
在
学
中
の
方
。

他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
／
７
人
程
度

■�

返
還
支
援
限
度
額
／
本
年
度
以
降
の
貸
与

月
数
×
最
大
２
万
６
千
円
（
償
還
残
額
が

上
限
）

総
務
省
統
計
局
の
家
計
調
査

　
国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
収
支
の
面
か
ら

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。
調
査
員
が
ご
自

宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●�

調
査
地
区
／
南
町
１
丁
目
６
番
、
越
井
坂

町
（
準
備
調
査
は
令
和
元
年
９
月
中
、
本

調
査
は
11
月
か
ら
１
年
間)

●
問
合
せ
／
県
統
計
企
画
課
生
活
統
計
担
当

　
☎
０
２
３(

６
３
０)

２
１
８
７
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

ス
ポ
ー
ツ
教
室

ゴ
ル
フ
教
室
（
後
期
）

■�

日
時
／
８
月
24
日
～
11
月
２
日
の
毎
週
土

曜
日
（
休
み
の
週
あ
り)

、
全
10
回
、
①
午

後
４
時
30
分
～
６
時
、
②
午
後
６
時
～
７

時
30
分

■
会
場
／
サ
ガ
エ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

■
定
員
／
高
校
生
以
上
の
市
民
、
20
人

■�

参
加
費
／
１
万
６
５
０
０
円
、
ア
ス
ポ
ー

ト
さ
が
え
会
員
１
万
４
５
０
０
円
。
コ
ー

ス
に
出
る
場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
で
す
。

■�

持
ち
物
／
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
（
運
動
靴
も

可)

、
ゴ
ル
フ
用
手
袋

■
申
込
期
限
／
８
月
17
日
(土)

い
き
い
き
出
前
健
康
教
室

　
柴
橋
地
区
公
民
館
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

■�

日
時
／
８
月
28
日
～
９
月
25
日
の
毎
週
水

曜
日
、
全
５
回
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

■
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館
ほ
か

■�

返
還
支
援
／
大
学
等
を
卒
業
後
６
カ
月
以

内
に
市
内
に
居
住
か
つ
県
内
に
就
業
し
、

３
年
間
就
業
し
た
後
に
、
県
が
一
括
し
て

日
本
学
生
支
援
機
構
に
支
払
う
。

■
申
込
期
限
／
９
月
30
日
(月)

Ｕ
タ
ー
ン
夫
婦
向
け
返
還
支
援
制
度
（
市
若

者
定
着
支
援
未
来
創
成
事
業
）

　
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
県
外
か
ら
市

内
に
転
入
（
見
込
み
を
含
む
）
す
る
Ｕ
タ
ー

ン
夫
婦
は
、
奨
学
金
の
返
還
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

対
象
／
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
県
外

か
ら
市
内
に
転
入
（
見
込
み
を
含
む
）
す

る
Ｕ
タ
ー
ン
夫
婦
で
、
夫
か
妻
の
ど
ち
ら

か
の
親
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
／
３
人
程
度

■�

返
還
支
援
限
度
額
／
貸
与
月
数
×
最
大
２

万
６
千
円
（
償
還
残
額
が
上
限
）

■�

返
還
支
援
／
令
和
２
、
３
年
度
に
償
還
金

額
単
年
度
相
当
額
を
支
援
し
、
令
和
４
年

度
に
返
還
支
援
限
度
額
ま
で
一
括
支
援
。

■
申
込
期
限
／
令
和
２
年
３
月
31
日
(火)

●
申
込
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

第
43
回
青
空
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
心
身
障
が
い
児
・
者
、
そ
の
家
族
、
参
加

者
と
ふ
れ
あ
い
、
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
９
月
６
日
(金)
午
後
４
時
～
７
時
30

分
ご
ろ
（
集
合
・
午
後
２
時
30
分
）

■�

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
柴
橋
地
区
民
、
20
人

■
参
加
費
／
２
千
円

■
申
込
期
限
／
８
月
23
日
(金)

い
き
い
き
健
康
教
室
（
第
２
ク
ー
ル
）

■�

日
時
／
９
月
５
日
～
10
月
24
日
の
毎
週
木

曜
日
、
全
８
回
、
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
市
民
体
育
館
ほ
か

■�

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
民
、
30
人

■�

参
加
費
／
４
千
円
、
ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

会
員
２
千
円

■
申
込
期
限
／
８
月
29
日
(木)

●
申
込
／
市
民
体
育
館
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

紙
バ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
展

■�

日
時
／
８
月
19
日
(月)
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
６
時

リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
教
室

■
日
時
／
９
月
８
日
(日)
午
前
10
時
～
10
時
40
分

■
対
象
／
２
歳
児
・
３
歳
児

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

■�

日
時
／[

木
曜
コ
ー
ス
］
９
月
12
日
・
10
月

17
日
・
11
月
21
日
・
12
月
５
日
の
午
後
７

時
～
９
時
、[

土
曜
コ
ー
ス
］
９
月
14
日
・

10
月
19
日
・
11
月
16
日
・
12
月
７
日
の
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■�

参
加
費
／
２
千
円
（
４
回
分
、
別
途
材
料

費
が
必
要
で
す
）

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

●
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

●
定
員
／
５
人

●�

内
容
／
ま
り
入
れ
、
か
き
氷
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、
花
火
等
の
運
営
補
助

●
申
込
／
市
健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
617
へ
。

は
か
り
の
定
期
検
査

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
計

量
法
に
基
づ
き
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
会
場

で
、
忘
れ
ず
に
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
８
月
20
日
(火)
～
22
日
(木)
の
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●�

会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
（
８
月
20
日)

、

市
役
所
（
８
月
21
日
・
22
日
）

●
問
合
せ
／
市
商
工
推
進
課
商
工
振
興
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
421
へ
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

寒
河
江
市
応
援
デ
ー
！

　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
対
Ｆ
Ｃ
横
浜
戦
を
、

寒
河
江
市
応
援
デ
ー
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
８
月
31
日
(土)
午
後
７
時
試
合
開
始

●
会
場
／
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形

●�
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
８
月
30
日
(金)
ま
で
は
市

民
体
育
館
で
、
試
合
当
日
は
会
場
の
当
日

券
売
り
場
で
販
売
し
ま
す
。
本
市
在
住
・

在
勤
の
方
は
、
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
席
券
を

１
５
０
０
円
（
通
常
は
当
日
券
３
１
０
０

円
）
で
購
入
で
き
ま
す
。
購
入
の
際
は
、

住
所
を
確
認
で
き
る
証
明
書
（
自
動
車
運

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
８
月
10
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
２
階

お
知

ら
せ

転
免
許
証
等
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

●�

そ
の
他
／
小
学
生
～
高
校
生
は
無
料
で
観

戦
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

　
振
興
係
☎(

８
４)

１
８
７
７
へ
。

土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
際
は

市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　
土
地
に
関
す
る
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１

日
現
在
の
利
用
状
況
（
現
況
）
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。
土
地
の
現
況
変
更
に
伴
い
、

課
税
額
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
法
務
局
や
農
業
委
員
会
で
手
続
き
を
行

っ
て
い
な
い
場
合
は
、
市
税
務
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
313
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
が
え
写
友
ク
ラ
ブ
「
瞬
間
（
と
き)

」
写
真
展

■�

日
時
／
８
月
８
日
(木)
～
21
日
(水)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
２
時
）

ミ
ニ
庭
園
・
石
付
山
野
草
・
創
作
盆
景
・
地

蔵
様
・
灯
籠
合
同
展
示
会

■�

日
時
／
８
月
24
日
(土)
～
26
日
(月)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時

■�

野
草
盆
栽
石
植
え
付
け
体
験
教
室
／
期
間

中
の
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４

時
。
参
加
費
・
２
千
円
（
材
料
費
込
み
）

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

●�
内
容
／
手
芸
、
雑
貨
、
衣
類
、
骨
董
品
等

の
展
示
即
売
会
、
戦
国
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ

う
）
着
用
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

　
半
澤
さ
ん
☎(
８
５)
１
４
９
９
へ
。

ブロック塀等の安全点検をお願いします
　６月に山形県沖で発生した地震で、庄内地方ではブロック塀が倒壊したりひびが入ったり
したものがありました。正しく施工されていないブロック塀や、老朽化して傾いたブロック
塀等は、地震時に倒壊して通行人に危害を及ぼしたり、避難・救援活動の妨げになる可能性
があります。安全そうに見えても基準に満たない危険なブロック塀等である場合があります
ので、ご自身が所有・管理している塀の安全点検をお願いします。安全点検により危険性が
確認された場合は、速やかに付近通行者への注意表示を行うとともに、建築士等の専門家に
相談し、適切な補修・撤去等の対策を行うようお願いします。なお、ブロック塀等を除却す
る際には、補助金を活用できる場合がありますのでお問い合わせください。

●問合せ／市建設管理課建築住宅係☎86-2111内線332へ。

＜専門家に相談しましょう＞
６�．塀の中に直径９ミリメートル以上の鉄筋が、縦横とも80センチメートル間隔以下で配筋
されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされてい
るか。塀の高さが1.2メートル超の場合、基礎の根入れ深さは30センチメートル以上か。

１．塀の高さは地盤から2.2メートル以下か。
２．塀の厚さは10センチメートル以上か。(塀の高さが２メート
　ル超2.2メートル以下の場合は15センチメートル以上）
３．塀の高さが1.2メートル超の場合、塀の長さ3.4メートル以
　下ごとに、塀の高さの５分の１以上突出した控え壁があるか。
４．コンクリートの基礎があるか。
５．塀に傾き、ひび割れはないか。

ブロック塀の点検のチェックポイント
　次の項目を点検し、ひとつでも不適合があれば危険なので改善しましょう。
　まず外観で１～５をチェックし、ひとつでも不適合がある場
合や分からないことがあれば、専門家に相談しましょう。

根入れ

厚さ

控え壁

高さ

ひび割れ

鉄筋
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

８月の行事予定
5 ㈪ 結核検診

6 ㈫ にしね保育所園庭開放日／ゆめはーと寒河江「わ
くわくの日」

7 ㈬
みなみ保育所園庭開放日／ゆめはーと寒河江「ヘ
ルスメイトの食育教室｣／９～10カ月児健診／フロ
ーラ・ＳＡＧＡＥ休館日

8 ㈭
ゆりかご子ども園園庭開放日／ふるさと交流スペ
ース／健康相談／結核検診／パパママスクールゆ
ったり妊娠編／祖父母学級／産後リフレッシュ講
座／市民浴場休場日

9 ㈮ さがえちぇり～マルシェ／さがえ健康づくり教室／
ヘルスメイト養成講座

10 ㈯ さがえちぇり～マルシェ朝市

11 ㈰ 休日当番医（にとう小児科医院)／証明書交付窓口
開庁（午前）

12 ㈪ 休日当番医（平野医院）

13 ㈫ こころの健康相談／市立図書館、南部・柴橋・西
部地区公民館休館日

14 ㈬ 市成人式／行政相談

15 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

16 ㈮ 保健師育児相談／助産師の母乳ミルク相談室

17 ㈯
18 ㈰ 休日当番医（三浦医院)／証明書交付窓口開庁（午

前)／ハートフルセンター休館日
19 ㈪
20 ㈫ 法律相談

21 ㈬ ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／レディース検診／
１歳６カ月児健診

22 ㈭ さがえさくらんぼ子供園園庭開放日／ふるさと交
流スペース／健康相談

23 ㈮ 子育てサロン・エンジェル「ペットボトルであそ
ぼう｣／市長相談／レディース検診

24 ㈯
悠久の里慈恩寺コンサート「日野皓正クインテッ
ト・夜空に響くトランペット｣／福祉と健康のまち
大会／市ドック

25 ㈰ 休日当番医（山﨑医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

26 ㈪
市立図書館、市民体育館、市民プール、チェリー
ナさがえ休館日／市ドック／レディース検診／水
道料金・下水道浄化槽使用料（６月・７月分）口
座振替日

27 ㈫ しらいわ保育所園庭開放日／２歳児ピカピカ歯科
検診／中央公民館休館日

28 ㈬
しばはし保育所、たかまつ保育所園庭開放日／市
ドック／３～４カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡ
Ｅ休館日

29 ㈭ 寒河江第二幼稚園園庭開放日／ゆめはーと寒河江
｢健康講座｣／ふるさと交流スペース／健康相談

30 ㈮
31 ㈯ 市ドック

9/1 ㈰ 休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／証明書交付窓
口開庁（午前）

2 ㈪
さがえさくらんぼ子供園園庭開放日／市県民税（２
期)、国民健康保険税（２期)、介護保険料（２期)
後期高齢者医療保険料（２期）納期限／水道料金・
下水道浄化槽使用料（６月・７月分）納期限／公
共下水道事業受益者負担金・分担金（１期）納期限

3 ㈫ 市ドック

4 ㈬ フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

夏！盆踊りマルシェ
■日時／８月９日㈮午後４時～９時
朝市
■日時／８月10日㈯午前６時30分～
　７時30分
●会場／寒河江駅前みこし公園
●問合せ／市商工推進課商工振興係
　☎86-2111内線421へ。

さがえちぇり～マルシェ

●�定員／平成20年４月１日以前生まれの方、35人。
他にも要件がありますので、詳細は東京2020オ
リンピック聖火リレー・山形県聖火ランナー公

　募サイトhttps://www.yamagata2020.jp（以下、
　公募サイト）をご覧ください。
●�応募方法／８月31日㈯まで公募サイトの応募フ
ォームに必要事項を入力してください。郵送で
の応募（応募用紙は市民体育館等に設置）もで
きますので、詳細は公募サイトをご覧ください。

●�問合せ／月～金曜日（祝日を除く）の午前９時
～午後５時に県聖火ランナー募集コールセンタ
ー☎0570-200181へ。

東京2020オリンピック聖火リレー
聖火ランナー募集！

　今年の「参観デー」は、場内で大規模施設整備
を行っているため、開催できません。
●問合せ／園芸試験場☎84-4125へ。

園芸試験場「参観デー」を
今年は開催いたしません

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／マットレス、整理たんす、スキー用

品（板・ポール)、カラオケCD、子猫用キャッ
トフード

■�譲ります／折り畳みベッド、いす、座卓、たん
す、じゅうたん、ヘッドホン、ステレオ、ハン
ディークリーナー、コーヒーメーカー、ガステ
ーブル、着物

■譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット

■�あげます／学習机、おひなさま、みなみ保育所
帽子、防災頭巾、枕、掛け布団、敷布団

■譲ります／国語辞典、掛け布団、敷布団
■譲って／自転車
●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

不用品登録制度（７月25日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
261
・
262
回
公
演

満
州
開
拓
に
つ
い
て
考
え
る
vol.
１
・
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
遥
か
な
る
満
州
」
上
映

■
日
時
／
８
月
11
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
40
分

満
州
開
拓
に
つ
い
て
考
え
る
vol.
２
・
ひ
と
り

芝
居
、
懐
メ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
８
月
18
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時

■�

出
演
／
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
陽
（
ひ
な
た)

、
寒

河
江
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
紙
を
使
っ
た
物
づ
く
り

●
日
時
／
８
月
21
日
(水)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円

●
材
料
費
／
１
０
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●�

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

元
気
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

水
中
・
流
水
運
動
教
室

　
市
が
主
催
す
る
運
動
教
室
で
す
。

●�

日
時
／
９
月
５
日
～
10
月
24
日
の
毎
週
木

曜
日
、
全
８
回
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

●
会
場
／
グ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

●�

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
元
気
な
方
、
20
人
程
度

●�

参
加
費
／
４
千
円
（
８
回
分
、
送
迎
は
別

途
料
金
が
必
要
で
す
）

●
申
込
／
グ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　
☎(

８
６)

１
４
１
４
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　(

認
知
症
カ
フ
ェ)

●�

日
時
／
８
月
23
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
４
階

●�
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

☎(
８
５)

６
８
７
０
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
食
育
教
室
「
野
菜
パ
ワ
ー

で
元
気
１
０
０
倍
！
」

■
日
時
／
８
月
７
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
あ
そ
ぼ
う｣

■
日
時
／
８
月
23
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

健
康
講
座
「
好
き
な
石
を
身
に
つ
け
心
を
癒

し
ま
し
ょ
う
！
」

■�

日
時
／
８
月
29
日
(木)
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
子
育
て
支
援
に
興
味
が
あ
る
方

■
内
容
／
お
守
り
腕
輪
つ
く
り

●�

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

歯
周
疾
患
検
診
を

　
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
検
診
期
間
／
12
月
31
日
(火)
ま
で

●�

検
診
会
場
／
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
し
て

い
る
歯
科
医
院

●�

対
象
／
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
で
生
年
月
日
が
昭
和
18
年
４
月

１
日
～
昭
和
19
年
３
月
31
日
の
方
。
た
だ

し
、
平
成
30
年
10
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
に
歯
科
受
診
歴
が
あ
る
方
を
除
く
。

対
象
者
に
は
７
月
26
日
付
で
受
診
券
・
受

診
票
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●�

検
診
方
法
／
検
診
会
場
へ
の
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
そ
の
際
「
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
歯
周
疾
患
検
診
」
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●�

持
ち
物
／
受
診
券
、
受
診
票
、
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●�

問
合
せ
／
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
給
付
係
☎(

８
４)

７
１
０
０
へ
。

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会

in
寒
河
江

セ
ミ
ナ
ー
「
マ
マ
と
家
族
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」

■
日
時
／
８
月
26
日
(月)
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
定
員
／
５
人
（
要
申
込
）

個
別
相
談
会

■
日
時
／
８
月
26
日
(月)
午
後
１
時
～
３
時

●
会
場
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒
河
江

●
対
象
／
就
職
を
お
考
え
の
子
育
て
中
の
女
性

●�

問
合
せ
／
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山

形
☎
０
２
３(

６
６
５)

５
９
１
５
へ
。

令
和
元
年
度
消
防
設
備
士
講
習

警
報
設
備
講
習

■
期
日
／
10
月
８
日
(火)

消
火
設
備
講
習

■
期
日
／
10
月
９
日
(水)

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

■
期
日
／
10
月
10
日
(木)

●
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

●�

対
象
／
消
防
設
備
士
免
状
交
付
日
以
降
最

初
の
４
月
１
日
か
ら
２
年
以
内
の
方
。
前

回
講
習
の
受
講
日
以
降
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
５
年
以
内
の
方
。

●�

申
込
書
設
置
場
所
／
県
消
防
救
急
課
、
県

各
総
合
支
庁
総
務
課
、
西
村
山
広
域
行
政

事
務
組
合
消
防
本
部
、
県
消
防
設
備
協
会

●�

申
込
／
８
月
19
日
(月)
～
30
日
(金)
に
県
消
防

設
備
協
会
☎
０
２
３(

６
２
９)

８
４
７
７
へ
。

寒
河
江
市
西
村
山
郡
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
来
年
度
職
員
募
集

　
採
用
条
件
等
の
詳
細
は
、
申
し
込
み
先
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
区
分
／
看
護
師
・
正
職
員
１
人

●
業
務
内
容
／
訪
問
看
護

●�

申
込
／
寒
河
江
市
西
村
山
郡
訪
問
看
護
事

業
団
☎(

８
３)

３
２
２
２
へ
。

■次号の市報８月20日号は、８月20日㈫に発行します。

、
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赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
高
校
生
が
父
性
や
母
性
を
育
む

｢

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
が

７
月
11
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
験
学
習

は
、
同
日
実
施
の
３
～
４
カ
月
児
健

診
参
加
保
護
者
の
協
力
の
も
と
行
わ

れ
、
寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
生
徒

13
人
が
参
加
。
生
徒
た
ち
は
突
然
泣

き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
母
親
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
抱
っ
こ
や
お
む
つ
交
換
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
実
践
し
、
子

育
て
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
っ
た
生
徒
た

ち
は
、
そ
の
小
さ
な
体
の
ぬ
く
も
り

に
、
命
の
重
み
を
ず
っ
し
り
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

市
報

さ
が

え
　

2019．8．5　
N

o.1730

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　さくらんぼの都市（まち）さがえ全

国俳句大会が開催されました。素晴ら

しい句がたくさん寄せられ、受賞式に

来られなかった方にも紅秀峰が送られ

て大変喜ばれたそうです。来年は50回

目の節目の大会。１年間思いを巡らせ、

ぜひ投句したいです。　 （北條幸子）

 

　さがえ初夏の冷たい麺まつりに行ってきました！ 暑い中食べる冷たいラーメンは最高でした！ 山形の多くのラーメン屋さんが出店していて、違うラーメンを大人数でシェアしたり、１人で何杯も食べたりと、皆さん存分にラーメンを堪能していました。（後藤美咲）

　名前には、その漢字や意味に家族の願いや思いがたくさん詰まっています。宝である名前の由来を聞くと胸が熱くなります。読書講演会で朗読する室井滋さんは、自身の名前の由来を絵本にして（絵・長谷川義史さん)、家族の会話を広げています。　 （佐藤真由美）

 

　一面紫色に咲き誇る歴史の丘ラベン

ダー園で、ラベンダー祭りが開催され

ました。参加した皆さんは天然アロマ

のシャワーを浴びながら摘み取り体験

やスティック作り、花かご作りを行い

｢心も体も癒やされ幸せ」と満面の笑み

を浮かべていました。 （酒井由美子）

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
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